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に

「
時
代
の
黙
し
た
諫
言
者
」
の
「
文
学
」

　

横
光
利
一
は
、
菊
池
寛
が
主
宰
す
る
『
文
藝
春
秋
』（
一
九
二
三
年
一
月
創
刊
）に
川
端
康
成
と
と
も
に
参
加
、
こ
の
年
発
表
の
「
日
輪
」

（『
新
小
説
』
第
二
八
巻
五
号
、
一
九
二
三
年
五
月
）、「
蠅
」（『
文
藝
春
秋
』
第
一
巻
五
号
、
一
九
二
三
年
五
月
）な
ど
の
小
説
で
文
壇
に
認
め
ら
れ
、

翌
一
九
二
四
年
に
は
同
人
雑
誌
『
文
藝
時
代
』
を
創
刊
、
新
感
覚
派
の
文
学
者
と
し
て
活
躍
を
す
る
。
世
界
的
同
時
性
が
急
速
に
進
む
大

正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
前
期
に
、
横
光
は
新
し
い
文
学
を
目
指
す
べ
（
（
（
く
、
時
代
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
格
闘
を
様
々
な
か
た
ち
で
繰
り
広
げ
た
。

横
光
は
、
自
己
を
と
り
ま
く
同
時
代
の
状
況
の
中
に
表
現
す
る
べ
き
対
象
を
見
出
し
、
そ
の
対
象
と
対
峙
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
感
覚

に
よ
る
新
し
い
日
本
語
の
表
現
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
日
本
語
と
の
格
闘
に
つ
い
て
は
、『
書
方
草
紙
』（
白
水
社
、
一
九
三
一
年
一
一
月
）の
「
序
」
で
、
こ
の
時
期
の
文
学
的
来
歴
を

「
国
語
と
の
不
逞
極
る
血
戦
時
代
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
本
書
で
紹
介
す
る
横
光
の

多
数
の
直
筆
原
稿
に
お
け
る
加
筆
・
修
正
の
痕
跡
に
も
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
横
光
の
時
代
と
の
格
闘
は
、「
機
械
」（『
改
造
』
第
一
二
巻
九

号
、
一
九
三
〇
年
九
月
）、『
上
海
』（
改
造
社
、
一
九
三
二
年
七
（
（
（
月
）、「
純
粋
小
説
論
」（『
改
造
』
第
一
七
巻
四
号
、
一
九
三
五
年
四
月
）、『
歐
洲
紀

行
』（
創
元
社
、
一
九
三
七
年
四
月
）、『
旅
愁
』
第
一
―
三
篇（
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
六
、
七
月
、
一
九
四
三
年
二
（
（
（
月
）な
ど
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、

彼
は
「
文
学
の
神
様
」
と
称
さ
れ
て
日
本
の
昭
和
時
代
前
期
を
代
表
す
る
文
学
者
と
な
っ
て
い
く
。
横
光
は
、
こ
の
時
代
に
現
れ
た
様
々

な
文
化
的
・
社
会
的
・
政
治
的
問
題
と
真
摯
な
格
闘
を
展
開
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
時
代
の
日
本
を
鏡
の
よ
う
に
映
し
出
す
存
在
で
も
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あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

横
光
は
、「
時
代
は
放
蕩
す
る（
階
級
文
学
者
諸
卿
へ
）」（『
文
藝
春
秋
』
創
刊
号
）と
い
う
評
論
の
中
で
、「
文
学
」
は
、「
常
に
時
代
の
黙
し

た
諫
言
者
」
で
あ
る
と
、
あ
る
い
は
「
時
代
の
供
物
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
七
頁
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
ど
お
り
に
、
文
学
者
と

し
て
の
出
発
期
か
ら
「
時
代
」
に
敏
感
に
感
応
し
、
時
代
状
況
を
鋭
く
批
評
す
る
創
作
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
。
作
家
と
し
て
の
胎
動

期
に
あ
た
る
一
九
二
〇
年
前
後
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦（
一
九
一
四
―
一
八
年
）、
ロ
シ
ア
革
命（
一
九
一
七
年
）、
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
流
行

（
一
九
一
八
―
二
〇
（
（
（

年
）、
関
東
大
震
災（
一
九
二
三
年
）と
、
戦
争
・
革
命
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
大
地
震
が
相
次
ぎ
、
彼
の
文
学
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
関
東
大
震
災
前
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
占
領
期
ま
で
の
お
よ
そ
三
〇
年
の
間
、
常
に
「
時
代
」
と

向
き
合
い
、
真
摯
な
格
闘
を
展
開
し
た
の
が
横
光
と
い
う
文
学
者
で
あ
っ
た
。

　

横
光
の
時
代
と
の
格
闘
は
、
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
間
も
な
い
時
期
か
ら
葛
藤
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
検
閲
と
の
か
か

わ
り
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
横
光
が
文
壇
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
日
輪
」
は
、
映
画
監
督
の
衣
笠
貞
之
助
に
よ
っ
て
一
九
二

五（
大
正
一
四
）年
に
映
画
化
さ
れ
た
が
、
卑
弥
呼
を
扱
っ
た
こ
と
が
不
敬
罪
に
抵
触
す
る
と
い
う
理
由
で
上
映
禁
止
と
な
り
、
再
編
集
後

に
「
女
性
の
輝
き
」
に
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
に
上
映
さ
れ
た
。
映
画
「
日
輪
」
が
検
閲
に
よ
り
上
映
禁
止
と
な
っ

た
一
九
二
五
年
に
治
安
維
持
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
内
務
省
に
よ
る
検
閲
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
中
で
発
表
し
た
創
作
の
表
現
の
一

部
が
、
出
版
社
の
自
己
検
閲
に
よ
っ
て
伏
字
に
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
伏
字
が
多
い
こ
と
で
著
名
な
総
合
雑
誌
『
改

造
』
に
連
載
し
、『
上
海
』
と
し
て
上
梓
し
た
長
篇
小
説
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
国
際
都
市
・
上
海
を
舞
台
と
す
る
『
上
海
』
の
直
筆
原

稿
と
『
改
造
』
掲
載
本
文
、
単
行
本
本
文
を
比
較
す
る
と
、
出
版
社
が
ど
の
よ
う
な
表
現
を
安
寧
秩
序
紊
乱
・
風
俗
壊
乱
に
該
当
す
る
と

判
断
し
、
伏
字
に
し
て
い
た
か
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
う
し
た
、
帝
国
日
本
時
代
の
出
版
法（
一
八
九
三
年
公
布
）・
新
聞
紙
法（
一
九
〇
九
年

公
布
）に
基
づ
く
内
務
省
の
検
閲
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ（General H

eadquarters/Suprem
e Com

m
ander 
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ers

、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）の
検
閲
と
も
、
横
光
は
晩
年
に
葛
藤
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
論
点
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
、
大
震
災
前
後
か
ら
占
領
期
に
至
る
一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
お
け
る
横
光
の
文

学
者
と
し
て
の
展
開
を
明
確
に
す
る
べ
く
、
本
書
で
と
り
あ
げ
る
各
章
の
問
題
と
関
連
づ
け
な
が
ら
論
の
全
体
の
見
取
図
を
提
示
し
た
い
。

な
お
、
本
書
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
に
か
け
て
発
表
し
た
論
文
を
中
心
に
構
成
し
て
お
り
、
各
論
文
発
表
後
に
公
に
さ
れ

た
重
要
な
批
評
・
研
究
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
関
連
す
る
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
注
に
示
し
た
。
注
記
し
た
批
評
・

研
究
か
ら
は
、
横
光
利
一
へ
の
関
心
が
現
在
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
現
代
性
の
一
端
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

「
文
学
の
洗
礼
を
与
へ
た
」
書
物
た
ち
　

―
　

鏡
と
し
て
の
翻
訳
文
学

　

一
九
一
六（
大
正
五
）年
に
伊
賀
上
野
か
ら
上
京
し
た
横
光
利
一
は
、
東
京
で
多
く
の
外
国
文
学
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
書
物
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
日
本
で
は
外
国
文
学
の
翻
訳
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
横
光
も
自

ら
翻
訳
を
試
み
、
小
説
の
習
作
も
創
作
し
て
い
（
（
（

た
。
作
家
を
目
指
す
若
き
日
の
横
光
に
と
っ
て
、
次
々
に
紹
介
さ
れ
る
海
外
の
文
学
は
大

い
に
刺
激
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
事
実
、
大
正
期
の
横
光
の
評
論
・
随
筆
な
ど
に
は
外
国
文
学
の
書
名
や
作
家
の
名
前
が
頻
繁
に

登
場
し
、
創
作
に
際
し
て
参
考
に
し
て
い
た
作
品
や
作
家
も
少
な
く
な
い
。

　

第
一
章
第
一
節
で
と
り
あ
げ
る
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
も
影
響
を
強
く
受
け
た
作
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
横
光
は
、「
最

も
影
響
を
受
け
た
書
籍
」（『
文
藝
通
信
』
第
一
巻
二
号
、
一
九
三
三
年
一
一
月
）の
中
で
、「
文
学
の
洗
礼
を
与
へ
た
」（
四
六
頁
）書
物
に
『
死
人

の
家
』、
す
な
わ
ち
『
死
の
家
の
記
録
』
を
あ
げ
て
い
た
。『
死
の
家
の
記
録
』
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
横
光
は
、
習
作
期
に
メ
レ
ジ
コ
フ

ス
キ
ー
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
翻
訳
を
試
み
て
い
る
。
横
光
利
一
の
直
筆
に
よ
る
翻
訳
草
稿
「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論（
メ
レ
ン
ヂ
コ
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フ
ス
キ
ー
）」（
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
）の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
れ

ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
前
後

に
お
け
る
、
彼
の
習
作
期
の
具
体
的
な
活
動
が
明
ら
か
と
な
る
だ

ろ
う
。

　

第
一
章
第
二
節
で
は
、
横
光
の
習
作
期
か
ら
新
感
覚
派
の
旗
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
の
小
説
の
典
拠
の
志
向
性
、

そ
の
受
容
の
あ
り
方
の
考
察
を
行
う
。
一
九
二
〇
年
代
、
大
正
時

代
中
期
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か
け
て
は
、
日
本
国
内
の
文
献
は

も
と
よ
り
、
欧
米
を
中
心
に
輸
入
さ
れ
た
書
物
が
以
前
に
も
ま
し

て
翻
訳
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
で
、
典
拠
と
な
る
文
献
の
数
は
飛
躍

的
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
拡
大
期
に
お
い
て
、
横
光
が
ど
の
よ
う
な
翻
訳
作
品
を
好
ん
で

い
た
か
を
、
特
に
、
横
光
が
文
壇
に
本
格
的
に
登
場
す
る
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。
こ
の
年
に
発
表
さ
れ

た
前
掲
「
日
輪
」、「
碑
文
」（
第
六
次
『
新
思
潮
』
復
刊
第
一
号
、
一
九
二
三
年
七
月
）、「
マ
ル
ク
ス
の
審
判
」（『
新
潮
』
第
三
九
巻
二
号
、
一
九
二

三
年
八
月
）な
ど
、
タ
イ
プ
の
異
な
る
小
説
の
考
察
を
通
じ
て
、
大
正
期
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
外
国
文
学
の
翻
訳
と
そ
の
表
現
を
享
受
し
、

新
感
覚
派
の
新
し
い
言
語
を
い
か
に
模
索
し
て
い
た
か
を
解
明
す
る
。

「
文
壇
と
い
ふ
市
場
」
へ
　

―
　

﹃
文
藝
春
秋
﹄﹃
文
藝
時
代
﹄﹃
改
造
﹄
と
の
関
連
を
中
心
に

　

横
光
利
一
は
、「
日
本
の
国
民
に
と
つ
て
は
、
世
界
の
大
戦
と
匹
敵
し
た
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
を
与
へ
て
ゐ
る
」（「
雑
感
　

―
　

異
変
・
文
学
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と
生
命
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
月
四
日
朝
刊
、
四
頁
）と
、
関
東
大
震
災（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）の
衝
撃
に
つ
い
て
述
べ
た
。
彼
の
文

学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
衝
撃
的
な
自
然
災
害
で
あ
っ
た
関
東
大
震
災
と
こ
れ
を
契
機
に
急
速
に
普
及
し
た
、
新
し
い
時
代
を

象
徴
す
る
近
代
科
（
（
（
学
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
み
出
す
様
々
な
事
物
で
あ
っ
た
。

　

第
二
章
第
一
節
で
は
、
横
光
の
文
学
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
関
東
大
震
災
と
彼
の
創
作
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
す
る
。
横
光
は
、

震
災
か
ら
一
八
年
後
に
発
表
し
た
「
解
説
に
代
へ
て（
一
）」（『
三
代
名
作
全
集
　

―
　

横
光
利
一
集
』
河
出
書
房
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
）の
中
で
、

震
災
に
よ
っ
て
灰
燼
と
な
っ
た
「
大
都
会
」
に
出
現
し
た
「
近
代
科
学
の
具
象
物
」
が
、「
青
年
期
の
人
間
の
感
覚
」（
四
〇
九
頁
）を
変
容

さ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
横
光
は
震
災
時
に
二
五
歳
で
あ
り
、「
感
覚
」
の
変
容
を
体
験
し
た
「
青
年
」
の
一
人

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
大
震
災
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
東
京
の
市
街
が
瓦
解
し
て
新
し
い
都
市
が
形
成
さ
れ
、「
近
代
科
学

の
具
象
物
」
が
そ
の
時
代
を
生
き
る
「
人
間
の
感
覚
」
を
変
容
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
横
光
は
、
変
容
し
た
「
人
間
の
感
覚
」
を

表
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
小
説
の
言
語
が
重
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
第
二
、
三
節
で
は
、
関
東
大
震
災
前
後
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
が
拡
大
し
読
者
数
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、『
改
造
』（
一
九
一
九
年
創

刊
）、『
文
藝
春
秋
』（
一
九
二
三
年
創
（
（
（

刊
）、『
文
藝
時
代
』（
一
九
二
四
年
創
刊
）に
そ
れ
ぞ
れ
照
明
を
当
て
、
横
光
と
同
時
代
メ
デ
ィ
ア
と
の
相

関
性
を
解
明
す
る
。
横
光
は
、
前
掲
「
解
説
に
代
へ
て（
一
）」
の
中
で
、
関
東
大
震
災
の
年
に
発
表
さ
れ
た
「
日
輪
」
が
最
初
に
「
文
壇

と
い
ふ
市
場
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
」（
四
〇
九
頁
）小
説
で
あ
る
と
述
懐
し
て
お
り
、
こ
の
年
以
降
、
こ
の
三
誌
を
主
要
舞
台
に
文
壇
で
活

躍
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
雑
誌
な
ら
び
出
版
社
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
出
版
人
や
編
集
者
と
の
交
流
、
メ
デ
ィ
ア
検
閲
と
創
作
と

の
葛
藤
な
ど
の
視
点
か
ら
、
横
光
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
か
か
わ
り
方
に
照
明
を
当
て
る
。
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「
新
し
い
感
性
の
羅
列
」
　

―
　

交
流
す
る
文
学
と
映
画

　

横
光
利
一
は
、
文
学
の
形
式
を
「
文
字
の
羅
列
」
と
す
る
表
現
に
な
ぞ
ら
え
、
映
画
を
「
運
動
の
羅
列
」「
新
し
い
感
性
の
羅
列
」（「
各

人
各
題
漫
談
会　

第
七
十
回
新
潮
合
評
会
」『
新
潮
』
第
二
六
巻
五
号
、
一
九
二
九
年
五
月
、
一
三
四
頁
）と
表
現
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
映
画
と
い

う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
創
作
を
行
っ
て
い
（
（
（
る
。
演
劇
や
美
（
（
（
術
に
も
注
目
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
も
っ
と
も
関
心

を
示
し
た
芸
術
は
映
画
で
あ
っ
た
。

　

第
三
章
第
一
節
で
は
、
横
光
利
一
に
お
け
る
「
新
感
覚
派
」
の
概
念
が
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
映
画
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
者
と

の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
形
式
主
義
文
学
論
争
を
通
じ
て
明
確
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
分
析
す
る
。
強
い
関
心
を
寄
せ
る
対
象
と
の
応
酬

の
中
で
自
身
の
文
学
的
立
場
が
明
瞭
と
な
り
、
そ
れ
が
表
現
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
横
光
に

と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
対
象
は
思
想
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
り
、
表
現
で
は
映
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
究
明
す
る
。

　

第
三
章
第
二
節
で
は
、
横
光
利
一
と
新
感
覚
派
映
画
聯
盟
と
の
密
接
な
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
横
光
の
小
説
「
日
輪
」
が
衣
笠
貞

之
助
監
督
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
た
縁
も
あ
っ
て
、
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
に
結
成
さ
れ
た
新
感
覚
派
映
画
聯
盟
の
衣
笠
監
督
作
品

「
狂
つ
た
一
頁
」
の
製
作
に
も
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
横
光
は
、
結
核
の
病
状
が
思
わ
し
く
な
い
妻
の
看
病
で
葉
山
に
滞
在
す
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
京
都
下
加
茂
で
行
わ
れ
た
「
狂
つ
た
一
頁
」
の
映
画
製
作
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
新
感
覚
派
映
画
聯
盟
の
精
神
的
支
柱
と
な
り
、
映
画
の
題
名
の
決
定
、
無
字
幕
上
映
の
推
奨
な
ど
、
一
九
二
〇
年
代
日
本
を
代
表

す
る
映
画
の
製
作
に
あ
た
っ
て
横
光
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
解
明
す
る
。

　

第
三
章
第
三
節
で
は
、
横
光
利
一
の
小
説
「
機
械
」
の
映
画
性
を
分
析
す
る
。「
機
械
」
と
同
年
に
発
表
さ
れ
た
『
文
藝
年
鑑　

昭
和

五
年
版
』（
新
潮
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
）に
「
映
画
界
と
文
壇
と
の
関
係
交
渉
は
本
年
度
に
入
つ
て
か
ら
一
層
密
接
に
な
つ
た
か
の
観
が
あ

る
」（
二
七
八
頁
）と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
「
文
学
と
映
画
」
を
め
ぐ
る
問
題
が
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
こ
と
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「
共
同
製
作
」
の
場
　

―
　

本
文
と
メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
探
究

　

横
光
利
一
の
直
筆
原
稿
の
多
く
は
、
余
裕
を
も
っ
て
ま
と
め
た
清
書
原
稿
で
は

な
く
、
改
稿
に
改
稿
を
重
ね
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
執
筆
し
た
も
の
で
あ
（
（1
（

る
。
本
章

で
扱
う
の
は
、
横
光
が
著
名
に
な
り
、
総
合
雑
誌
・
新
聞
・
婦
人
雑
誌
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
に
連
載
し
、
読
者
と
の
「
共
同
製
作
」（「
作
者
の
言
葉
　

―
　

『
盛
装
』」『
婦
人

公
論
』
第
一
九
巻
一
二
号
、
一
九
三
四
年
一
二
月
、
一
六
六
頁
と
一
六
七
頁
の
間
に
掲
載

の
広
告
）を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
前
後
以
降
に
創
作

さ
れ
た
前
掲
『
上
海
』、「
時
間
」（『
中
央
公
論
』
第
四
六
巻
四
号
、
一
九
三
一
年
四
月
）、

前
掲
「
純
粋
小
説
論
」
の
直
筆
原
稿
で
あ
る
。

　

第
四
章
第
一
節
で
考
察
す
る
『
上
海
』
は
、
西
欧
列
強
諸
国
の
植
民
地
政
策
に

よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
の
上
海
の
租
界
を
舞
台
と
す
る
、
雑
誌
『
改

造
』
に
連
載
さ
れ
た
長
篇
小
説
で
あ
る
。
銀
行
を
解
雇
さ
れ
、
異
国
の
地
で
日
々

死
を
考
え
る
虚
無
的
な
日
本
人
・
参
木
を
主
人
公
に
、
列
強
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム（
国
粋
主
義
）と
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム（
植
民
地
主
義
）、
世
界
的
な
市
場
を
舞
台
に

が
う
か
が
え
る
。
横
光
自
身
も
こ
う
し
た
動
向
に
意
識
的
で
あ
っ
た
。「
狂
つ
た
一
頁
」
を
経
て
創
作
さ
れ
た
横
光
の
代
表
作
「
機
械
」

に
は
、「
機
械
文
明
」「
機
械
芸
術
」
の
寵
児
と
し
て
当
時
広
く
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
映
画
を
意
識
し
た
表
現
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
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し
た
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
搾
取
と
収
奪
が
描
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
内
務
省
を
意
識
し
た
自
己
検
閲
の
痕
跡
が
『
上
海
』
の
直
筆
原

稿（
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
所
蔵
）、
掲
載
雑
誌
、
単
行
本
に
お
い
て
見
ら
れ
、
各
本
文
を
比
較
、
検
討
す
る
こ
と
で
そ
の
様
相
が
鮮
や
か
に

浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
ま
で
創
作
意
図
に
よ
る
改
稿
と
さ
れ
て
い
た
本
文
の
異
同
の
多
く
が
自
己
検
閲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
四
章
第
二
節
で
は
、「
時
間
」
の
直
筆
原
稿（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）の
調
査
を
通
じ
て
、
意
識
の
流
れ
を
描
い
た
一
人
称
小
説
を

創
作
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
編
集
者
が
い
か
に
介
在
し
、
小
説
の
本
文
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
か
を
解
明
す
る
。
万
年
筆
で
執
筆
さ
れ
た
直
筆
原

稿
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
墨
で
書
か
れ
た
小
説
の
直
筆
原
稿
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
リ
ュ
ウ
マ
チ
と
い
う
身
体
状
態
が
作
用
し
て
い
た

に
せ
よ
、
人
間
の
意
識
の
流
れ
を
描
く
に
あ
た
っ
て
墨
書
き
を
選
択
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。『
上
海
』
を
は
じ
め
、
雑
誌
『
改
造
』
に

寄
稿
し
た
小
説
の
直
筆
原
稿
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、「
時
間
」
の
直
筆
原
稿
が
雑
誌
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
も
注

目
さ
れ
る
。

　

第
四
章
第
三
節
で
は
、
雑
誌
『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
純
粋
小
説
論
」
の
草
稿
に
あ
た
る
直
筆
原
稿
「
純
粋
小
説
に
つ
い
て
」（
川
内

ま
ご
こ
ろ
文
学
館
所
蔵
）を
考
察
す
る
。
こ
の
直
筆
原
稿
か
ら
は
、
標
題
が
当
初
、「
純
粋
小
説
論
」
で
は
な
く
、「
純
粋
小
説
に
つ
い
て
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
本
文
に
も
相
当
量
の
加
筆
・
修
正
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
直
筆
原
稿
が
興
味
深
い

の
は
、
使
用
さ
れ
た
二
種
類
の
筆
記
具（
黒
と
朱
の
ペ
ン
）か
ら
二
つ
の
執
筆
段
階
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
校
正
段
階
で
も
本
文
の
改
変
が

見
ら
れ
、
三
段
階
か
ら
な
る
小
説
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
と
な
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
評
論
の
表
題
を
変
え
る
な
ど
、
執
筆
の
過
程

に
編
集
者
に
よ
る
介
入
も
認
め
ら
れ
、
作
家
と
編
集
者
の
相
互
作
用
の
力
学
と
と
も
に
、「
純
粋
小
説
論
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
過
程

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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「
国
語
へ
の
服
従
」
　

―
　

拡
大
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
読
者
層

　
「
国
語
へ
の
服
従
」
の
時
代
と
い
う
表
現
は
、
横
光
利
一
が
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
刊
行
の
前
掲
『
書
方
草
紙
』「
序
」
で
、
新
た
な
言

語
表
現
の
実
験
と
模
索
を
重
ね
て
い
た
「
国
語
と
の
不
逞
極
る
血
戦
時
代
」（
六
頁
）と
い
う
表
現
と
対
比
的
に
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
書
物
を
出
版
す
る
時
期
を
境
に
、
新
感
覚
派
時
代
に
顕
著
で
あ
っ
た
日
本
語
の
実
験
は
徐
々
に
影
を
潜
め
る
よ
う
に
な
り
、
横

光
は
、
新
聞
な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に
多
数
の
読
者
に
向
け
た
長
篇
小
説

に
本
格
的
に
取
り
組
（
（（
（
み
、「
文
学
の
神
様
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
作
家
と
な
っ

て
い
く
。

　

第
五
章
第
一
節
で
は
、
横
光
が
標
準
語
の
第
一
世
代
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
注
目

し
、
そ
れ
が
彼
の
言
語
観
の
基
底
を
か
た
ち
づ
く
る
と
同
時
に
、
文
学
的
展
開
に
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
横
光
は
、
近
代
の
国
民
・
国
家
が
形

成
さ
れ
、「
国
語
」（
標
準
語
）を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
た
時
期
に
小

学
校
で
学
び
、
上
京
後
に
文
学
者
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
大
正
期
に
は
、
国
語
・

国
字
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
日
本
語
が
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い

く
時
期
に
、
横
光
が
言
語
と
の
格
闘
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
照
明
を
当
て
る
。

　

第
五
章
第
二
節
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
横
光
に
与
え
た
「
文
学
の
神
様
」
と
い
う
呼

称
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
横
光
が
現
代
に
至
る
ま
で
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
い
か
に
言
及
さ
れ
て
き
た
か
を
調
査
し
、
そ
の
過
程
で
収
集
し
た
資
料
の
一
部
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を
提
示
し
な
が
ら
、
か
つ
て
「
文
学
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
文
学
者
の
神
話
作
用
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。「
文
学
の
神
様
」
と
い
う

呼
称
の
用
例
の
収
集
・
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
起
源
が
少
な
く
と
も
一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
前
後
の
文
藝
復
興
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
を
論
証
す
る
。

　

第
五
章
第
三
節
で
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
派
遣
に
よ
る
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
視
察
を
中
心
と
す
る
横
光
利
一
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外

遊
を
、
日
本
の
新
聞
・
雑
誌
が
ど
の
よ
う
に
報
道
し
た
か
を
整
理
し
、
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
横
光
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

横
光
の
外
遊
が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
外
遊
の
時
期
と
重
な
る
よ
う
に
、「
文

学
の
神
様
」
と
い
う
表
現
が
メ
デ
ィ
ア
で
は
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
文
学
の
神
様
」
と
し
て
の
横
光
利
一
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

渡
欧
と
帰
朝
を
大
々
的
に
伝
え
る
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
報
道
を
通
じ
て
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
究
明
す
る
。

「
明
日
の
小
説
」
の
た
め
に
　

―
　

占
領
期
の
表
現
と
言
論
統
制

　

横
光
利
一
は
、
前
掲
「
作
者
の
言
葉

―
『
盛
装
』」
の
中
で
、
作
者
と
読
者
と
の
「
共
同
製
作
」
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
「
今
日
の

小
説
」、
さ
ら
に
は
そ
こ
か
ら
拓
け
て
ゆ
く
「
明
日
の
小
説
」
を
志
向
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
が
、
占
領
下
の
一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年

一
二
月
三
〇
日
に
病
没
し
た
こ
と
で
そ
の
夢
は
潰
え
た
。
し
か
し
、
敗
戦
か
ら
死
去
ま
で
二
年
半
に
満
た
な
い
期
間
に
、
横
光
の
多
数
の

新
旧
作
が
雑
誌
な
ら
び
に
単
行
本
な
ど
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
横
光
の
著
作
が
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に

よ
る
メ
デ
ィ
ア
検
（
（1
（

閲
に
よ
っ
て
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
、
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書
館
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
で
の
調
査
の
成
果
な
ど
を
も
と
に
、
占
領
期
の
横
光
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
六
章
第
一
、
二
節
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
に
刊
行
さ
れ
た
戦
後
版
『
旅
愁
』
第
一
―
四
篇（
改
造
社
、
一
九
四
六
年
一
、
二
、

六
、
七
月
）の
成
立
に
焦
点
を
あ
て
る
。
本
文
編
集
の
プ
ロ
セ
ス
が
克
明
に
記
さ
れ
た
、
改
造
社
の
担
当
編
集
者
で
あ
っ
た
木
佐
木
勝
の
日
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記
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
の
『
旅
愁
』
校
正
刷
の
調
査
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
戦

後
版
『
旅
愁
』
の
本
文
成
立
に
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検
閲
が
大
き
く
か
か
わ
り
、
占
領
期
事
前
検
閲
と
改
造
社
と
の

あ
い
だ
で
せ
め
ぎ
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

第
六
章
第
三
節
で
は
、
遺
作
「
微
笑
」（『
人
間
』
第
三
巻
一
号
、
一
九
四
八
年
一
月
）の
本
文
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検
閲
の
も
と
で

ど
の
よ
う
に
削
除
さ
れ
た
か
を
検
証
す
る
。
こ
の
小
説
の
脱
稿
か
ら
発
表
ま
で
の
時
期
は
、
事
前
検
閲
か
ら
事
後
検
閲
へ
の
移
行
期
に
あ

た
り
、
こ
の
検
閲
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
転
換
が
「
微
笑
」
本
文
に
も
影
を
落
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
直
筆
原
稿（
世
田
谷
文
学
館
所
蔵
）を
調

査
し
考
察
す
る
。
事
後
検
閲
の
時
期
の
自
己
検
閲
は
、
具
体
的
な
検
閲
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
事
前
検
閲
よ

り
も
検
討
に
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
、「
微
笑
」
の
直
筆
原
稿
・
雑
誌
・
単
行
本
の
本
文
の
考
察
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検

閲
に
よ
っ
て
、
大
き
く
異
な
る
「
微
笑
」
の
本
文
が
占
領
期
に
同
時
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
六
章
第
四
節
で
は
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
で
の
調
査
を
通
じ
て
、
占
領
期
日
本
で
発
表
さ
れ
た
横
光
利
一
の
創
作
に
見
ら
れ
る
事
前
検
閲

と
事
後
検
閲
の
事
例
を
分
析
す
る
。
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
調
査
で
、
単
行
本
に
つ
い
て
は
前
掲
『
旅
愁
』、『
微
笑
』（
齋
藤
書
店
、
一
九
四
八
年

三
月
）、『
夜
の
靴
』（
鎌
倉
文
庫
、
一
九
四
七
年
一
一
月
）、
改
造
社
版
『
横
光
利
一
全
集
』
全
二
三
巻（
改
造
社
、
一
九
四
八
年
四
月
―
一
九
五
一

年
三
月
）な
ど
に
関
す
る
重
要
な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。『
旅
愁
』
に
つ
い
て
は
第
六
章
第
二
節
で
、『
微
笑
』
に
つ
い
て
は
第
六
章
第
三

節
で
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、
こ
こ
で
は
、『
夜
の
靴
』
と
改
造
社
版
『
横
光
利
一
全
集
』
の
単
行
本
と
校
正
刷
を
対
象
に
考
察
す
る
。
占
領

期
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
に
見
ら
れ
る
本
文
の
異
同
は
、
作
家
の
創
作
意
図
に
よ
る
も
の
と
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
調
査
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検
閲
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、「
は
じ
め
に
」
で
は
、
本
書
の
目
的
と
各
章
の
要
旨
を
述
べ
て
き
た
が
、
本
論
で
は
、
関
東
大
震
災
前
後
か
ら
占
領
期
に
至
る

横
光
利
一
と
近
代
メ
デ
ィ
ア
と
の
格
闘
と
葛
藤
を
、
新
資
料
を
織
り
込
み
な
が
ら
探
究
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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（
（
）　

横
光
利
一
の
文
学
的
実
験
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
絓
秀
実
『
探
偵
の
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
　

―
　

昭
和
文
学
の
臨
界
』（
思
潮
社
、
一
九
八
八
年
七
月
）、
後
藤
明
生

『
小
説
は
何
処
か
ら
来
た
か 

二
〇
世
紀
小
説
の
方
法
』（
白
地
社
、
一
九
九
五
年
七
月
）、
中
村
三
春
『
修
辞
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
　

―
　

テ
ク
ス
ト
様
式
論
の
試
み
』（
ひ

つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）、
宮
沢
章
夫
『
時
間
の
か
か
る
読
書
　

―
　

横
光
利
一
『
機
械
』
を
巡
る
素
晴
ら
し
き
ぐ
ず
ぐ
ず
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
年

一
一
月
）、
江
中
直
紀
『
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
と
日
本
文
学
』（
せ
り
か
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
渡
部
直
己
『
日
本
小
説
技
術
史
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
二
年

九
月
）、
同
『
小
説
技
術
論
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
六
月
）な
ど
を
参
照
。

（
（
）　
『
上
海
』
に
つ
い
て
は
、
井
上
聰
『
横
光
利
一
と
中
国
　

―
　

『
上
海
』
の
構
成
と
五
・
三
〇
事
件
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）、
大
橋
毅
彦
『
昭

和
文
学
の
上
海
体
験
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
三
月
）な
ど
を
参
照
。

（
（
）　

関
川
夏
央
『
東
と
西　

横
光
利
一
の
旅
愁
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
九
月
）は
、『
旅
愁
』『
歐
洲
紀
行
』
な
ど
に
照
明
を
当
て
、
横
光
利
一
の
戦
前
・
戦

中
・
戦
後
の
軌
跡
を
同
時
代
の
文
脈
の
も
と
に
描
き
出
す
。『
旅
愁
』
と
同
時
代
の
横
光
に
つ
い
て
は
、
河
田
和
子
『
戦
時
下
の
文
学
と〈
日
本
的
な
も

の
〉　―
　

横
光
利
一
と
保
田
與
重
郎
』（
花
書
院
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
井
上
謙
・
掛
野
剛
史
・
井
上
明
芳
編
『
横
光
利
一 

歐
洲
と
の
出
会
い　
『
歐
洲
紀
行
』

か
ら
『
旅
愁
』
へ
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）、
金
泰
暻
『
横
光
利
一
と
「
近
代
の
超
克
」　
『
旅
愁
』
に
お
け
る
建
築
、
科
学
、
植
民
地
』（
翰
林
書
房
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
）、
中
井
祐
希
「
書
き
変
わ
る
日
本
と
東
欧
　

―
　

横
光
利
一
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
一
〇
〇
集
、
二
〇
一
九
年
五
月
）な

ど
を
参
照
。

（
（
）　

北
川
扶
生
子
『
結
核
が
つ
く
る
物
語
　

―
　

感
染
と
読
者
の
近
代
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
一
月
）が
感
染
症
と
の
関
連
か
ら
、「
花
園
の
思
想
」
を
メ
ロ

ド
ラ
マ
の
世
界
を
解
体
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
再
評
価
す
る
。
横
光
の
病
を
め
ぐ
る
文
学
を
、
彼
が
二
〇
歳
代
前
半
で
遭
遇
し
た
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
文
脈
の
中

で
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
（
）　

こ
の
時
期
に
創
作
さ
れ
た
小
説
の
直
筆
原
稿
の
一
つ
に
、「
骨
董
師
」（
個
人
蔵
、
図
版
（
）が
あ
る
。「
骨
董
師
」
は
懸
賞
小
説
に
投
稿
し
佳
作
入
選
と
な
り
、

『
文
章
世
界
』
第
一
三
巻
八
号（
一
九
一
八
年
八
月
）に
タ
イ
ト
ル
の
み
掲
載
さ
れ
た
、「
横
光
白
歩
」
の
号
で
書
か
れ
た
習
作
期
の
小
説
で
あ
る
。「
骨
董
師
」
の

特
色
に
つ
い
て
は
、
十
重
田
裕
一
「「
文
学
の
神
様
」
の
創
造
と
忘
却
　

―
　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
帝
国
日
本
の
文
学
者
」（
ハ
ル
オ
シ
ラ
ネ
・
鈴
木
登
美
・
小
峯
和

明
・
十
重
田
裕
一
編
『〈
作
者
〉と
は
何
か　

継
承
・
占
有
・
共
同
性
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
三
月
）を
参
照
。

（
（
）　

横
光
利
一
と
科
学
主
義
に
つ
い
て
は
、
千
葉
俊
二
『
文
学
の
な
か
の
科
学 

な
ぜ
飛
行
機
は
「
僕
」
の
頭
の
上
を
通
っ
た
の
か
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年

一
月
）、
加
藤
夢
三
『
合
理
的
な
も
の
の
詩
学 

近
現
代
日
本
文
学
と
理
論
物
理
学
の
邂
逅
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）な
ど
を
参
照
。
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（
（
）　
『
文
藝
春
秋
』
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
貞
美
『『
文
藝
春
秋
』
の
戦
争 

戦
前
期
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
帰
趨
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
四
月
）な
ど
を
参
照
。

（
（
）　

横
光
利
一
と
映
画
に
つ
い
て
は
、A

aron  Gerow
,  A

  Page  of  M
adness:  Cinem

a  and  M
odernity  in  1920s  Japan

（U
niversity  of  M

ichigan 

Press, （00（

）、
倉
数
茂
『
私
自
身
で
あ
ろ
う
と
す
る
衝
動　

関
東
大
震
災
か
ら
大
戦
前
夜
に
お
け
る
芸
術
運
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』（
以
文
社
、
二
〇
一
一
年
九

月
）、
御
園
生
涼
子
『
映
画
と
国
民
国
家
　

―
　

（
（
（
0
年
代
松
竹
メ
ロ
ド
ラ
マ
映
画
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
五
月
）、
坂
口
周
『
意
志
薄
弱
の
文
学

史　

日
本
現
代
文
学
の
起
源
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）、
四
方
田
犬
彦
『
署
名
は
カ
リ
ガ
リ　

大
正
時
代
の
映
画
と
前
衛
主
義
』（
二
〇
一

六
年
一
一
月
）、
友
添
太
貴
「
死
の
「
曙
」
を
越
え
て
　

―
　

横
光
利
一
「
花
園
の
思
想
」
と
同
時
代
フ
ラ
ン
ス
映
画
」（『
日
本
文
学
』
第
六
七
巻
一
二
号
、
二
〇
一

八
年
一
二
月
）な
ど
を
参
照
。

（
（
）　

横
光
利
一
と
同
時
代
絵
画
に
つ
い
て
は
、
速
水
豊
「
（
（
（
0
年
代
の
絵
画
と
文
学
　

―
　

福
沢
一
郎
「
無
敵
の
力
」
と
横
光
利
一
「
機
械
」
に
つ
い
て
」

（『
昭
和
モ
ダ
ン 

絵
画
と
文
学
（
（
（
（
―
（
（
（
（
』
兵
庫
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
同
「
横
光
・
川
端
と
前
衛
美
術
　

―
　

新
感
覚
派
時
代
を
中
心

に
」（『
川
端
康
成
と
横
光
利
一 

展
覧
会
図
録
』
三
重
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）、
岡
崎
乾
二
郎
『
近
代
芸
術
の
解
析　

抽
象
の
力
』（
亜
紀
書
房
、
二
〇
一

八
年
一
一
月
）な
ど
を
、
書
物
の
装
釘
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
西
野
嘉
章
『
装
釘
考
』（
玄
風
舎
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
）、
小
池
智
子
「
佐
野
繁
次
郎
と
横
光
利
一
の

交
友
」（『
佐
野
繁
次
郎
展
図
録
』
財
団
法
人
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
・
常
葉
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
（0
）　
『
改
造
』
第
九
巻
一
一
号（
一
九
二
七
年
一
一
月
）に
掲
載
さ
れ
た
小
説
「
皮
膚
」
の
直
筆
原
稿（
図
版
（
）か
ら
は
、
横
光
利
一
が
い
か
に
入
念
な
改
稿
を
し

て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。
四
四
枚
の
直
筆
原
稿
を
考
察
す
る
と
、
表
題
が
「
表
情
術
」
か
ら
「
皮
膚
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
編
集
者
に
よ
る
自

己
検
閲
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

（
（（
）　

横
光
利
一
が
『
朝
日
新
聞
』
に
も
小
説
を
連
載
す
る
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
当
時
の
朝
日
新
聞
社
学
芸
部
の
新
延
修
三
宛
の
墨
書
に
よ
る
文
章
か
ら
明

ら
か
と
な
る
。
封
書
の
表
に
は
「
学
芸
部　

新
延
修
三
様
」
の
宛
名
書
き
、
裏
に
は
「
横
光
利
一
」
と
墨
書
き
さ
れ
、
消
印
等
は
な
い
。
タ
イ
ト
ル
は
「（
仮

題
）時
計
の
間
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
図
版
（
）で
、
和
紙
六
枚
に
認
め
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
注
末
尾
に
翻
字
し
て
示
し
た
。

（
（（
）　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
メ
デ
ィ
ア
検
閲
と
日
本
近
代
文
学
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
書
な
ど
が
あ
る
。
江
藤
淳
『
閉
さ
れ
た
言
語
空

間
　

―
　

占
領
軍
の
検
閲
と
戦
後
日
本
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
九
年
八
月
）、
横
手
一
彦
『
被
占
領
下
の
文
学
に
関
す
る
基
礎
的
研
究 

資
料
編
』（
武
蔵
野
書
房
、
一

九
九
五
年
一
〇
月
）、
同
『
被
占
領
下
の
文
学
に
関
す
る
基
礎
的
研
究 

論
考
編
』（
武
蔵
野
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）、
山
本
武
利
・
川
崎
賢
子
・
十
重
田
裕
一
・

宗
像
和
重
編
『
占
領
期
雑
誌
資
料
大
系 

文
学
編 

全
五
巻
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
二
〇
一
〇
年
一
、
三
、
五
、
八
月
）、
鈴
木
登
美
・
十
重
田
裕

一
・
堀
ひ
か
り
・
宗
像
和
重
編
『
検
閲
・
メ
デ
ィ
ア
・
文
学
　

―
　

江
戸
か
ら
戦
後
ま
で
』（
新
曜
社
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、Jonathan A

bel, R
edacted: T

he 
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A
rchives of Censorship in T

ransw
ar Japan

（U
niversity of California Press, （0（（

）、
紅
野
謙
介
・
高
榮
蘭
・
鄭
根
埴
・
韓
基
亨
・
李
惠
鈴
編
『
検
閲

の
帝
国　

文
化
の
統
制
と
再
生
産
』（
新
曜
社
、
二
〇
一
四
年
八
月
）、
日
高
昭
二
『
占
領
空
間
の
な
か
の
文
学　

痕
跡
・
寓
意
・
差
異
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年

一
月
）、
金
ヨ
ン
ロ
ン
・
尾
崎
名
津
子
・
十
重
田
裕
一
編
『「
言
論
統
制
」
の
近
代
を
問
い
な
お
す　

検
閲
が
文
学
と
出
版
に
も
た
ら
し
た
も
の
』（
花
鳥
社
、
二

〇
一
九
年
九
月
）、
安
藤
宏
・
斎
藤
理
生
編
著
、
小
澤
純
・
吉
岡
真
緒
著
『
太
宰
治　

単
行
本
に
た
ど
る
検
閲
の
影
』（
秀
明
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
高
昭
二
「
付　

占
領
期
「
検
閲
」
論
・
略
史
」（『
占
領
空
間
の
な
か
の
文
学　

痕
跡
・
寓
意
・
差
異
』）を
参
照
。

（
仮
題
）時
計
の
間
…
…
…
…
…
横
光
利
一

　

柘
植
孝
平
と
本
居
瀧
太
郎
と
は
同
窓
生
で
あ
つ
た
が
、
一
九
二
八
年
頃
に
急
激
に
高
ま
つ
た
社
会
思
想
の
た
め
、
二
人
は
不
和
に
な
り
、
瀧
太
郎
は
運
動

の
方
へ
、
孝
平
は
温
和
な
学
生
と
し
て
学
業
を
終
へ
た
。

　

物
語
り
の
起
り
は
、
此
の
二
人
が
も
は
や
不
和
に
な
り
、
瀧
太
郎
は
組
織
か
ら
脱
落
し
、
誰
か
ら
も
相
手
に
さ
れ
ず
、
家
へ
も
帰
れ
ず
、
郊
外
の
貧
家
に

そ
の
日
を
送
り
、
ひ
と
り
今
ま
で
忘
れ
て
ゐ
た
個
人
と
し
て
の
、
脱
落
者
の
希
望
を
つ
か
ま
ふ
と
し
て
あ
せ
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

　

と
こ
ろ
が
瀧
太
郎
の
親
戚
に
八
尾
峰
子
と
い
ふ
叔
母
が
あ
つ
て
、
瀧
太
郎
は
此
の
叔
母
の
と
こ
ろ
で
成
人
し
た
の
だ
が
、
そ
の
叔
母
、
峰
子
の
死
ん
だ
主

人
の
弟
に
典
之
介
と
い
ふ
蓄
財
の
好
手
が
あ
り
、
廉
子
と
い
ふ
物
静
な
娘
を
持
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
廉
子
と
瀧
太
郎
は
自
然
に
、
恋
愛
関
係
が
学
生
時

代
か
ら
続
い
て
ゐ
た
の
だ
が
、
瀧
太
郎
は
行
衛
不
明
同
様
だ
か
ら
、
逢
ふ
こ
と
も
出
来
ず
、
廉
子
は
淋
し
く
こ
れ
も
日
を
暮
し
て
ゐ
る
。

　

一
方
、
孝
平
は
こ
れ
ま
た
同
じ
く
、
廉
子
に
幾
分
心
を
ひ
か
れ
て
ゐ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
瀧
太
郎
と
廉
子
と
の
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
の
で
、
む
し
ろ
、
二

人
を
暗
に
な
り
日
な
た
に
な
り
し
て
、
近
づ
け
る
工
夫
を
し
て
や
る
う
ち
、
蝶
子
と
い
ふ
廉
子
の
友
人
と
結
婚
し
て
し
ま
ふ
。
し
か
し
、
蝶
子
と
孝
平
の
結

婚
は
、
孝
平
に
職
業
が
な
い
た
め
、
絶
え
ず
妻
か
ら
軽
蔑
せ
ら
れ
、
金
銭
に
は
不
自
由
し
な
い
が
、
不
幸
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
に
、
八
尾
峰
子
が
死
に
、
遺
産
争
ひ
が
起
る
が
、
結
局
廉
子
の
父
典
之
介
が
八
尾
峰
子
の
財
を
占
め
る
。
し
か
し
、
娘
の
廉
子
と
瀧
太
郎
の
間

を
裂
い
て
ゐ
る
が
た
め
、
娘
に
養
子
を
貰
ふ
こ
と
を
す
す
め
て
も
、
廉
子
が
き
か
ず
、
ぢ
り
ぢ
り
と
娘
に
復
讐
を
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
、
此
の

間
に
孝
平
の
家
の
財
は
、
経
済
界
の
不
況
で
没
落
し
始
め
る
。（
そ
の
た
め
、
此
の
孝
平
の
家
の
財
産
の
大
半
は
典
之
介
の
手
に
這
入
る
。）

　

孝
平
の
妻
の
蝶
子
は
良
人
を
軽
蔑
し
て
ゐ
た
ば
か
り
か
、
財
ま
で
無
く
な
つ
た
と
分
る
と
、
良
人
を
だ
ん
だ
ん
遠
ざ
け
て
、
他
に
男
性
を
見
つ
け
る
工
夫

ば
か
り
を
し
始
め
る
。
そ
の
と
き
、
瀧
太
郎
と
廉
子
と
の
間
で
は
、
と
う
と
う
典
之
介
の
意
が
柔
ぎ
、
廉
子
と
瀧
太
郎
と
は
結
婚
を
す
る
。
し
か
し
、
瀧
太
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郎
と
廉
子
が
幸
福
に
な
つ
た
の
も
つ
か
の
間
で
、
間
も
な
く
、
廉
子
が
病
気
に
な
り
、
長
い
病
床
生
活
を
始
め
る
と
、
そ
の
虚
に
乗
じ
、
蝶
子
が
瀧
太
郎
に

近
づ
き
出
し
、
だ
ん
だ
ん
二
人
が
危
険
に
な
る
。
も
と
も
と
、
此
の
二
人
は
、
学
生
時
代
か
ら
の
知
り
合
ひ
で
、
蝶
子
は
ひ
そ
か
に
ひ
と
り
、
瀧
太
郎
を
愛

し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
思
想
問
題
で
、
蝶
子
は
瀧
太
郎
を
軽
蔑
し
て
し
ま
つ
て
遠
ざ
か
つ
た
間
柄
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
近
づ
く
と
な
る
と
、

意
外
に
早
い
。
と
こ
ろ
が
、
妻
の
品
行
の
そ
ん
な
に
悪
く
な
つ
た
の
を
知
つ
た
孝
平
は
、
前
か
ら
の
関
係
か
ら
、
瀧
太
郎
の
妻
の
寝
て
ゐ
る
廉
子
を
い
た
は

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
だ
が
、
廉
子
は
き
び
し
く
来
る
こ
と
を
拒
む
。
そ
の
う
ち
に
、
廉
子
が
だ
ん
だ
ん
身
体
を
恢
復
し
始
め
、
再
び
、
良
人
瀧
太
郎
と

の
間
が
前
に
戻
つ
て
来
る
。

　

つ
ま
り
、
此
の
一
篇
の
物
語
り
は
、
脱
落
者
の
希
望
の
な
い
生
活
か
ら
、
希
望
を
見
出
さ
う
と
努
力
す
る
青
年
と
、
財
が
あ
る
が
た
め
に
、
希
望
を
失
ふ

智
識
人
の
、
ど
う
か
し
て
見
出
さ
う
と
す
る
希
望
と
、
蓄
財
が
本
能
で
あ
る
老
人
と
の
、
三
つ
の
希
望
の
か
ら
ま
り
を
も
つ
て
終
る
。
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一
、
引
用
文
の
漢
字
や
変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
は
底
本
の
ま

ま
と
し
た
。
明
ら
か
な
誤
植
・
脱
字
等
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
訂
正
し
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
な
ど

必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
旧
字
体
や
俗
字
・
異
体
字
な
ど
を
残
し
た
場
合
が
あ
る
。
振
り
仮
名
、
傍
点
・
圏

点
等
に
つ
い
て
は
適
宜
取
捨
選
択
し
た
。

二
、
単
行
本
の
書
名
、
叢
書
名
、
新
聞
・
雑
誌
名
は
『
　
』（
欧
文
は
イ
タ
リ
ッ
ク
）、
そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト
の
タ
イ

ト
ル
は
「
　
」
＂　
＂で
表
記
し
た
。

三
、
本
文
の
引
用
は
、
和
文
に
つ
い
て
は
「
　
」、
欧
文
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
＂　
＂で
そ
れ
ぞ
れ
括
っ
た
。
た

だ
し
、
長
め
の
引
用
に
つ
い
て
は
、「
　
」
＂　
＂で
括
ら
ず
に
前
後
一
行
空
け
、
一
字
下
げ
と
し
た
。
引
用
文
中

の
…
…
は
省
略
を
示
す
。〈
　
〉は
概
念
語
か
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
す
際
に
、
引
用
や
作
品
以
外
の
「
　
」
は
強
調
す

る
箇
所
で
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
。

四
、
年
号
は
原
則
と
し
て
西
暦
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て（
　
）内
に
元
号
を
補
っ
た
。
雑
誌
の
巻
号
に
つ
い
て
は
、

「
○
年
○
号
」
と
表
記
さ
れ
る
雑
誌
も
あ
る
が
、
本
書
で
は
「
○
巻
○
号
」
で
示
し
た
。
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第
一
章
　「
文
学
の
洗
礼
を
与
へ
た
」
書
物
た
ち
　

―
　

鏡
と
し
て
の
翻
訳
文
学

第
一
節
　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
翻
訳
の
試
み
　

―
　

習
作
期
に
お
け
る
表
現
の
模
索

一-

一　
横
光
利
一
の
翻
訳
直
筆
原
稿
を
め
ぐ
っ
て

　

神
奈
川
近
代
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論（
メ
レ
ン
ヂ
コ
フ
ス
キ
ー
）」（
以
下
、「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論
」
と
す
る
）

は
、
縦
一
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙（
二
〇
字
×
二
〇
行
）三
二
枚
に
わ
た
る
横

光
利
一
の
直
筆
原
稿（
図
版
4
）で
あ
る
。
題
名
の
み
あ
り
、
署
名
が
な
い
。
し
か
し
、
字
体
か
ら
は
横
光
利
一
の
自
筆
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
。
し
か
も
、
筆
跡
や
書
き
癖
か
ら
、
か
な
り
若
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
急
い
で
翻
訳
を
行
っ
た
た
め
か
、
誤

字
や
文
章
の
乱
れ
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
、
清
書
稿
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
繰
り
返
し
出
て
く
る
固
有
名

詞
表
記
の
揺
れ
か
ら
も
そ
れ
が
わ
か
る
。
ま
た
、
一
行
二
〇
字
の
と
こ
ろ
を
一
貫
し
て
、
一
九
字
設
定
で
書
き
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
横

光
の
他
の
直
筆
原
稿
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
が
、
原
稿
用
紙
の
マ
ス
目
か
ら
は
み
出
し
て
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
か
な
り
見

受
け
ら
れ
、
必
ず
し
も
一
行
一
九
字
と
い
う
原
則
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
直
筆
原
稿
は
、
保
昌
正
（
1
（
夫
が
「
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
ー
の
訳
な
の
か
、
紹
介
を
す
る
た
め
の
準
備
の
下
書
き
か
。
さ
ら
に
点
検
を
要
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す
る
。」
と
述
べ
て
い
た
資
料
で
あ
る
が
、
様
々
な
角
度
か
ら

調
査
を
し
た
結
果
、
小
説
家
で
詩
人
で
も
あ
る
ロ
シ
ア
の
文
芸

批
評
家
、
ド
ミ
ト
リ
イ
・
セ
ル
ギ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
・
メ
レ
ジ
コ
フ

ス
キ
ー
の
評
論
集
『
永
遠
の
伴
侶
』（
一
八
九
七
年
）に
収
録
さ
れ

て
い
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
翻
訳
直
筆
原
稿
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論
」
に
は
、
途
中
ま

で
し
か
通
し
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
直
筆
原
稿
の

順
序
も
か
な
り
乱
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
。
直
筆
原
稿
の
順
序

を
並
べ
か
え
、
整
理
し
て
み
る
と
、
途
中
数
箇
所
欠
落
頁
が
あ

り
、
完
全
稿
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
完
結
し
た
直

筆
原
稿
の
一
部
だ
け
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
を
全

く
否
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
英
単

語
を
一
部
訳
し
残
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
横
光

が
中
途
で
断
念
し
た
翻
訳
の
直
筆
原
稿
で
あ
る
と
見
て
ほ
ぼ
間

違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス

キ
ー
論
」
の
存
在
は
非
常
に
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
翻
訳
者
で

図版 4　横光利一直筆原稿「ドストヱフスキー論（メレンヂコフスキー）」冒頭
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な
い
横
（
（
（
光
が
、
二
〇
歳
頃
の
若
き
日
に
、
後
年
に
至
る
ま
で
影
響
を
受
け
続
け
る
こ
と
に
な
る
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
の
評
論
の
翻
訳
を
試
み
、
こ
の
作
家
に
つ
い
て
研
究
す
る
機
会
を
も
っ
た
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら

ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
輪
郭
の
は
っ
き
り
と
し
な
か
っ
た
一
九
二
〇
年
前
後
、
横
光
の
習
作
期
の
活
動
に
新
た
な
照
明
を

当
て
る
こ
と
に
も
な
り
、
さ
ら
に
は
、
同
時
代
の
文
学
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
意
味
を
も
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
、
こ
の
「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論
」
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
、
習
作
期
横
光
の
創
作
活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
た
う

え
で
、
さ
ら
に
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
ー
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
こ
の
翻
訳
の
位
相
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一-

二　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
典
拠
と
翻
訳
の
時
期

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
横
光
の
「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論
」
の
翻
訳
が
ど
の
テ
ク
ス
ト
に
拠
り
、
い
つ
頃
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
翻
訳
は
、
そ
の
内
容
か
ら
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
ー
『
永
遠
の
伴
侶
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、『
罪
と
罰
』
の
鑑
賞
と
分
析
を
中
心
と

す
る
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
」
で
あ
る
こ
と
は
、
上
記
の
と
お
り
明
ら
か
で
あ
る
。『
永
遠
の
伴
侶
』
を
日
本
で
最
初
に
原
書
か
ら
完
全

に
近
い
か
た
ち
で
翻
訳
、
上
梓
し
た
の
は
中
山
省
三
郎
で
あ
っ
た
。
小
山
書
店
か
ら
上
巻（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）・
下
巻（
一
九
四
一
年
五

月
）で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
木
馬
社
か
ら
再
刊
さ
れ
、
ま
た
創
元
文
庫
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
ー
『
永
遠
の
伴

侶
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
中
山
の
翻
訳
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。

　

中
山
翻
訳
の
『
永
遠
の
伴
侶
』
上
巻
は
「
プ
ゥ
シ
キ
ン
」「
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
」「
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
」「
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ
」
か
ら
、

下
巻
は
「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
」「
ゲ
ェ
テ
」「
フ
ロ
ォ
ベ
ェ
ル
」「
イ
プ
セ
ン
」「
バ
イ
ロ
ン
」
及
び
「
露
西
亜
詩
の
二
つ
の
神
秘
」「
露
西
亜

詩
と
露
西
亜
文
化
」
と
題
さ
れ
た
評
論
か
ら
な
る
。
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
本
国
で
刊
行
さ
れ
た
『
永
遠
の
伴
侶
』
に
は
上
記
以
外
に
、
ミ
シ
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り
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
直
筆
原
稿
は
そ
の
途
中
ま
で
、
全
体
の
お
お
よ
そ
半
分
く
ら
い
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
横
光
が
ロ
シ
ア
語
修
得
者
で
な
か
っ
た
こ
と
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
文
科（
英
文
科
）に
入
学
し
た
こ
と（
一
九
一
六
年
四
月
）、

翻
訳
に
際
し
て
英
単
語
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
一
部
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
手
が
か
り
に
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
ロ

ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
、
本
文
全
六
三
頁
の
英
訳
本D

O
ST

O
IE

V
SK

I

（
表
紙
で
はD

ostoievski

と
表
記
）を
そ
の
典
拠
と
し
て
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
た（
図
版
5
）。

　

縦
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
書
物
の
表
紙
下
に
は
、
“FRO

M
 T

H
E RU

SSIA
N

 O
F M

ERE-

JK
O

W
SK

I T
RA

N
SLA

T
ED

 BY
 G. A

. M
O

U
N

SEY

”と
あ
る
。
扉
に
は
、D

O
ST

O
IE

V
SK

I

と
い
う
書
名
の
下
に
、
“FRO

M
 

T
H

E  RU
SSIA

N
  O

F  M
EREJK

O
W

SK
I  BY

  G.  A
.  M

O
U

N
SEY

”／
“ALEX

A
N

D
ER  M

O
RIN

G  LT
D

  T
H

E  D
E  LA

 M
O

RE 

PRESS 3（  GEO
RGE ST

REET
 H

A
N

O
V

ER SQ
U

A
RE LO

N
D

O
N

 W
”と
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
に
は
“Printed at T

he D
e 

La

　M
ore

　Press

　Ltd.　3（ 　George

　Street,　H
anover

　Square,　W
.

”と
あ
る
の
み
で
、
刊
行
年
月
日
の
記
載
は
な
い
。
た
だ
し
、

T
w

entieth-Century Literary Criticism

（V
olum

e （9, Gale Research Inc., 1988
）に
は
、
一
九
一
二
年
刊
行
と
の
記
録
が
あ
（
3
（
る
。
ま

ェ
ル
・
ド
・
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
ペ
ド
ロ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
・
デ
・
ラ
・
バ
ル
カ
、

ミ
ゲ
ル
・
デ
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス
・
サ
ア
ベ
ド
ラ
、
ア
ポ
ロ
ン
・
マ
イ
コ
フ
な
ど

の
文
学
者
た
ち
に
つ
い
て
の
評
論
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
下
巻
「
訳
者
覚
書
」

の
「
附
記
」
に
、「
主
と
し
て
日
本
に
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
作
家
と
い
ふ
建
前

か
ら
、
こ
こ
に
収
録
し
た
各
篇
を
先
づ
訳
し
た
」（
二
七
九
頁
）と
記
さ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

　

横
光
の
翻
訳
は
こ
の
『
永
遠
の
伴
侶
』
の
中
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
で
あ

図版 5　DOSTOIEVSKI
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た
、『
永
遠
の
伴
侶
』
所
収
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
英
訳
本
が
、
こ
の
時
期
他
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
こ
の
事
典
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
他
に
該
当
す
る
も
の
が
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
典
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
こ
のD

O
ST

O
IE

V
SK

I

で
あ
る
と
見

て
ま
ず
間
違
い
な
い
。

　

T
w

entieth-Century Literary Criticism

（V
olum

e （9 

）に
よ
る
と
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
他
に
も
『
永
遠
の
伴
侶
』
に
収
録
の

作
家
各
論
が
、
こ
の
出
版
社
か
ら
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、T

H
E

 LIFE
-W

O
R

K
 O

F 

H
E

N
D

R
IK

  IBSE
N

（1907

）、T
H

E
  LIFE

-W
O

R
K

  O
F  M

O
N

T
A

IG
N

E

（1907

）、T
H

E
  LIFE

-W
O

R
K

  O
F  PLIN

Y
  T

H
E

 

Y
O

U
N

G
E

R

（1907

）、T
H

E
  LIFE

-W
O

R
K

  O
F  CA

LD
E

R
O

N

（1908

）、T
H

E
  LIFE

-W
O

R
K

  O
F  FLA

U
BE

R
T

（1908

）、

T
H

E
 A

CR
O

PO
LIS

（1909

）、M
A

R
CU

S A
U

R
E

LIU
S

（1909

）が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、D

O
ST

O
IE

V
SK

I

と
全
く

同
じ
判
型
で
あ
る
。
本
国
ロ
シ
ア
で
『
永
遠
の
伴
侶
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
ー
の
評
論
集
が
、
作
家
ご
と
に
分

割
さ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
が
丸
善
な
ど
を
通
じ
て
日
本
に
入
っ
て
き
て
、
当
時
の
文
学
者
た
ち
に
受
容
さ
れ
て
い
た
と
見

ら
れ
る
。

　

事
実
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
輸
入
・
販
売
経
路
の
一
つ
が
丸
善
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
本D

O
ST

O
IE

V
SK

I

に
貼
付
さ

れ
た
「
丸
善
株
式
会
社
」
の
シ
ー
ル
か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
学
鐙
』
巻
末
に
は
、
丸
善
が
輸
入
し
た
本
の
ジ
ャ
ン
ル
別
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
確
か
に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
書
名
の
記
録
が
あ
る
。D

O
ST

O
IE

V
SK

I

に
関
し
て
言
え
ば
、

『
学
鐙
』
第
一
七
巻
一
号（
一
九
一
三
年
一
月
）「
文
学
史
、
評
論
、
論
説
、
及
雑
」
の
項
に
「M

erejkow
ski.

―D
ostoievski. From

 the 

Russian by G. A
. M

ounsey. Pott 8vo, cart.（Postage, 4  sen.

）」（
一
八
頁
）と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
に
「
大

正
元
年
十
一
月
十
一
日
購
求
」
と
い
う
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
一
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
こ
の
書
物
を
、
輸
入
さ
れ
て
間

も
な
い
時
期
に
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
丸
善
か
ら
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
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と
こ
ろ
で
、『
永
遠
の
伴
侶
』
の
書
名
は
、
日
本
に
お
い
て
も
す
で
に
明
治
期
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
二
葉
亭
四
迷
「
露
国
の
象
徴
派
」

（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
二
号
、
一
九
〇
七
年
九
月
）や
昇
曙
夢
「
メ
レ
ヂ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
五
五
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
）

と
い
っ
た
、
ロ
シ
ア
語
修
得
者
で
、
ロ
シ
ア
文
学
に
精
通
す
る
文
学
者
た
ち
の
評
論
な
ど
に
そ
の
書
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
先
の
英
訳
本
か
ら
受
容
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
ー
の
評
論
集
『
永
遠
の
伴
侶
』
と
し
て
よ
り
も
む

し
ろ
、
レ
フ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ト
ル
ス
ト
イ
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
イ
プ
セ
ン
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
作
家
ご
と
に
紹
介
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
の
外
国
文
学
受
容
の
特
色
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
外
国
文
学
を
受
容
し
た
文
学
者
が
横
光
以
外
に
も
い
る
。
後
で
言
及
す
る
瀬
戸
義
直
・
葛
西
又
次
郎
・
谷

崎
精
二
は
、
横
光
と
同
様
にD

O
ST

O
IE

V
SK

I

を
読
み
、
こ
れ
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
書
や
評
伝
を
上
梓
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
文
壇
無
駄
話
』（
光
華
書
房
、
一
九
一
〇
年
四
月
）の
「
小
山
内
君
へ　

函
根
堂
ケ
島
よ
り
」（
一
九
〇
八
年
九
月
一
日
）に
近
松
秋
江
が
記
す
、

「
先
日
正
宗
君
と
丸
善
に
寄
つ
て
、
あ
つ
た
か
ら
買
つ
て
来
た
、
メ
レ
ジ
ユ
コ
フ
ス
キ
ー
が
イ
ブ
セ
ン
を
論
じ
た
小
冊
子
」（
二
九
二
―
二
九

三
頁
）と
は
、T

H
E

 LIFE
-W

O
R

K
 O

F H
E

N
D

R
IK

 IBSE
N

を
指
し
示
し
て
い
（
4
（

る
。
中
山
省
三
郎
訳
『
永
遠
の
伴
侶
』
下
巻
「
訳
者

覚
書
」
の
「
附
記
」
に
あ
る
、「
英
吉
利
に
於
て
」
刊
行
さ
れ
た
「
小
さ
な
幾
つ
か
の
単
行
本
」（
二
七
九
頁
）も
、
お
そ
ら
く
こ
の
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
中
の
一
冊D

O
ST

O
IE

V
SK

I

を
手
に
し
て
横
光
が
翻
訳
を
行
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
英
単
語
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
箇
所

か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
次
の
日
、
此
の
農
夫
は
幻
象
、hullucination

（　
　

）で
あ
つ
た
と
彼
に
知
れ
た
。」（
一
（
5
（
四
　

―
　

直
筆

原
稿
の
頁
数
、
引
用
者
注
・
以
下
同
様
）、「
法
典
の
賢
明
な
る
愛
人
な
るPorphyry

は
此
れ
を
完
全
に
実
現
し
て
ゐ
る
。」（
二
一
）、「
単
純

な
る
人
々
は
彼
に
“daem

oniac

”の
性
質
を
負
は
す
。」（
三
四
）が
、
英
訳
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
“The next day this peasant seem

s to 

 him
  to  have  been  a  vision,  a  hullucination.

” “Porphyry,  the  sage  m
inion  of  the  law

,  realise  this  perfectly:

” “Sim
ple 
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people attribute him
 

“daem
oniac

” qualities.

”と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
（
（
（
る
。
ま
た
、
以
下
に
引
用

す
る
、
横
光
訳
と
原
典
の
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
を
引
き
比
べ
て
み
て
も
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
、
レ
オ
ト
ル
ス
ト
イ
、
及
び
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
は
露
西
亜
小
説
の
三
代
表
作
家
で
あ
る
。
文
句
脱
き
に
彼
ら
よ

り
下
級
に
属
す
る
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
分
立
せ
ら
れ
又
、
彼
自
身
に
依
つ
て
一
階
級
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

（
一
）

　

T
U

RGEN
IEV

,  Leo  T
olstoy  and  D

ostoievski  are  the  three  typical  exponents  of  the  Russian  novel.  Goncharov, 

w
ho is in no sense their inferior, stands som

ew
hat apart, and m

ust be placed in a class by him
self. 

（
五
頁
）　

　

“Goncharov, w
ho is in no sense their inferior

”と
い
う
箇
所
を
「
文
句
脱
き
に
彼
ら
よ
り
下
級
に
属
す
る
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
」

と
誤
訳
を
し
て
い
る
点
が
横
光
の
翻
訳
に
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
確
か
に
英
文
と
翻
訳
文
と
は
対
応
し
て
い
る
。
他
の
部
分
の
訳
文
に

つ
い
て
も
同
様
に
対
応
し
、
先
のD

O
ST

O
IE

V
SK

I
か
ら
横
光
が
翻
訳
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、D

O
ST

O
I-

E
V

SK
I

と
横
光
の
翻
訳
が
と
も
に
、
二
章
の
表
示
に
ロ
ー
マ
数
字
「
Ⅱ
」
を
用
い
、
一
章（「
Ⅰ
」）の
表
示
が
な
い
細
部
に
お
い
て
も
対

応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
論
」
を
い
つ
頃
横
光
は
翻
訳
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
段
階
で
は
、
年
代
を
確
定
す
る
決
定
的
材
料

は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
直
筆
原
稿
と
と
も
に
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
保
管
さ
れ
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
一
緒
に
収
蔵
さ
れ
た
他
の
四

つ
の
直
筆
原
稿（「
順
番
」「
芋
」「
殺
人
者
」「
無
題
」、
図
版
（
―
9
）と
の
関
連
か
ら
一
九
二
〇
年
頃
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
四
つ
の
直
筆
原
稿
の
う
ち
、「
順
番
」
の
末
尾
に
は
「
一
九
二
〇
―
六
―
一
九
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
芋
」
に
つ
い
て
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は
、
親
友
の
佐
藤
一
英
宛
書
簡（
一
九
二
〇
年
八
月
一
日
消
印
）の
「
帰
つ
て
か
ら
「
芋
」
と
い
ふ
の
を
一
つ
書
い
（
7
（

た
」
と
い
う
記
述
か
ら
、

そ
の
創
作
時
期
を
一
九
二
〇
年
と
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
マ
ル
ク
ス
の
審
判
」（『
新
潮
』
第
三
九
巻
二
号
、
一
九
二
三
年
八
月
）の

草
稿
段
階
の
直
筆
原
稿
「
殺
人
者
」
お
よ
び
「
無
題
」
に
つ
い
て
は
確
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
一

九
二
〇
年
前
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
直
筆
原
稿
と
と
も
に
ま
と
め
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
ド
ス
ト
ヱ
フ

図版 6　横光利一直筆原稿「順番」冒頭

図版 7　横光利一直筆原稿「芋」冒頭


